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表面から遊離し、その血中濃度が約 4 倍に増加することを見い出し、sFlt-1 の総量を
推定するために、ヘパリン負荷後 sFlt-1 濃度を測定することの妥当性を示した。さらに、
291 名の CKD 患者を含む 343 例の患者を対象にヘパリン負荷試験を施行し、負荷
前 sFlt-1 値は eGFR の低下に伴って軽度上昇、負荷後有意に減少すること、ヘパリ
ン負荷後 PlGF/sFlt-1 比が高値群では低値群に比べて心血管イベントの発症率が有
意に高いことを示した。また、5/6 腎臓を摘出した Apolipoprotein-E ノックアウト
(ApoE-/-)マウスにおいて、コントロールマウスに比して肺と腎で sFlt-1mRNA の発現量
は有意に減少すること、CKD 患者の血清を添加した血管内皮細胞でも sFlt-1m 
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